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はじめに 

 団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年（２０２５年）に向け、高齢者が
住みなれた地域で暮らし続けられるよう医療、介護、予防、生活支援及び
住まいが包括的に確保される地域包括ケアシステムの構築が求められて
います。また一方では、高齢化の進展により見込まれる介護保険料の上
昇を極力抑制しながら、介護保険制度を持続可能な制度にする必要があ
ります。 

 総合事業は、これまで予防給付として全国一律に提供されてきた介護予
防訪問介護及び介護予防通所介護について、市町村が多様な生活支援
ニーズに応えるサービスを総合的に提供できる仕組みに見直すものです。
併せて住民を初めとする多様な主体によるサービスを充実することにより、
地域支え合い体制作りを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的
な支援等を可能にすることを目指します。 

 遠賀郡四町では、「まちぐるみの支え合い」の仕組みを進めるために、平
成28年4月より総合事業へ移行し、緩和した基準によるサービスについて
は、四町同一内容で実施します。 
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利 

用 

者 

市
町
村
の
窓
口
に
相
談 

要支援１ 

要支援２ 

○施設サービス 

 ・特別養護老人ホーム 

 ・介護老人保健施設 

 ・介護療養型医療施設 

○居宅サービス 

 ・訪問介護 ・訪問看護 

 ・通所介護 ・短期入所  など 

○地域密着型サービス 

 ・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 ・小規模多機能型居宅介護 

 ・夜間対応型訪問介護 

 ・認知症対応型共同生活介護  など 

○一般介護予防事業 

  （※全ての高齢者が利用可） 

  ・介護予防普及啓発事業 

  ・地域介護予防活動支援事業 

  ・地域リハビリテーション活動支援事業など 

要介護１ 

要介護５ 

～ 

○介護予防サービス 

 ・介護予防訪問看護 

 ・介護予防通所リハビリ 

 ・介護予防居宅療養管理指導 など 

○地域密着型介護予防サービス 

 ・介護予防小規模多機能型居宅介護 

 ・介護予防認知症対応型通所介護 など 

○介護予防・生活支援サービス事業 

  ・訪問型サービス 

  ・通所型サービス 

  ・生活支援サービス 

 

予
防
給
付 

 

介
護
給
付 

介護サービスの利用の手続き 

 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

認
定
調
査 

医
師
の
意
見
書 

要 

介 

護 

認 

定 

要
介
護
認
定
申
請 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画 

介
護
予
防 

 
 

 

サ
ー
ビ
ス
計
画 

介
護
予
防 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

非該当 

※明らかに要介護１以上と
判断できる場合 

※介護予防訪問看護等の
利用が必要な場合 

サービス 

事業対象者 

総
合
事
業 

※明らかに介護予防・生活支援サービス事業の対象外と判断できる場合 

(サービス 
 事業対象者) 

※予防給付を利用 

※事業のみ利用 
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非該当となった場合
でもサービス事業対
象者となるには
チェックリストの実施
が必要 



福岡県介護保険広域連合における総合事業の具体的実施方法 

現在の訪問介護・通所介護サービス利用者の利用状況を確認し、専門的サービスが必要なケースと
必ずしも専門的サービスによらずに対応できるケースに分類する。 

【現行】  【移行第一段階※】  【移行第二段階】 

指定事業所  指定事業所  指定事業所 NPO 等 

予防給付基準 
予防給付

基準 
緩和基準 

予防給付

基準 
緩和基準 

住民主体

サービス 

 

 

            ※事業対象者はこの段階から開始する。 

既存サービスを現行同様のサービスと緩和された基準によるサービスに分け、①で必ずしも専門的
サービスによらずに対応できるケースを、緩和された基準のサービスへ移行する。 

③NPO等住民主体の生活支援サービスについては、サービス提供基盤が整った後に、緩和された基
準のサービス利用者から移行する。 

① 

② 

③ 

 指定事業所の予防給付基準・緩和基準によるサービス単価は広域連合で統一したもの
を設定し、事業所への支払事務を国保連合会に委託する。 

 NPO等によるサービスの単価設定及び支払事務は市町村で行うことを基本とする。 

移
行
イ
メ
ー
ジ 
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利
用
者
の
心
身
状
況 

サービス提供
に当たり求めら
れる専門性 

想定されるサービス 
専門性及びサービス量（時
間・回数）判断主体 

高 現行相当サービス 

地域包括支援センター 中 緩和した基準によるサービス 

低 住民主体による支援 

総合事業におけるサービスの位置付けについて 

利用者の心身の状況に応じ、本人の意向も踏まえた上で行った適切なケアマネジメントに基づ
き、適合したサービスを位置付ける。 

 現在の介護予防訪問介護サービス、介護予防通所介護サービス受給者が全て一律に緩和した基準に移行
するのではない。 

 新規の要支援者、事業対象者についても利用者の心身の状況に適合したサービスを位置付けることになる。 
 適合するサービス及びサービス量は、適切なケアマネジメントに基づき、地域包括支援センターが判断する。 

【サービス位置付けのイメージ】 

【参考・緩和された基準によるサービス】 
○ケアプランの様式、作成する書類等に変更なし。 
○国保連合会へは緩和された基準によるサービスのコードを入力し、現在同様に伝送。 



平成27年度 
10月   12月   2月    

平成28年度 
4月   6月   8月   10月   12月   2月    

平成29年度 
4月    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新規申請 

6月更新 

総 合 事 業 

12月更新 

○新規申請者は、4月から総合事業対象者となります。 
○認定更新者は、6月更新の人から総合事業へと移行します。 

11/26.27事業者説明会 

12/28緩和した基準サービス事業所指定申請書提出期限 

4月更新 

予 防 給 付 

1月中旬居宅介護支援事業者説明会 

総合事業への移行スケジュール 
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予防給付 

総合事業 
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総合事業 移行イメージ 

1月 2月 3月 5月 6月1日

認定期間

  ～H28/4/30

総合事業（サービスコード
A1,A2,A3,　A5,A6,A7）

正式な介護保険被保険者証
を町より本人に郵送。

認定なし 新規
4月利用開始希望　　　　　　　　　　　※事業対象者（フロー図を利用し判断）
（介護認定申請含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合事業（サービスコードA1,A2,A3,A5,A6,A7）

●総合事業について説明

●担当ケアマネ訪問時、更新申請時フロー図を利用し、更新するか、更新申請をせずに
サービスを利用するかを判断する（P11)

●更新申請をせずにサービスを希望する場合は、基本・独自のチェックリストを実施
（認定期間終了月の3か月前から可能）（P14.15)

3月までに介護認
定申請し、サービ
ス利用開始する
場合は、従来通り

4月1日

認定あり

（
新
規

）

サ
ー

ビ
ス
利
用
な
し

担当ケアマネ訪問時、従来通り認定更新手続き

            従来通り、予防給付（サービスコード61,65）

4月サービス利用開始希望　　　　　　　　総合事業（サービスコードA1,A2,A3,A5,A6,A7）

3月サービス利用開始希望　　　　　　　　　　　　　　　　従来通り、予防給付（サービスコード61,65）

●基本・独自のチェックリスト、介護保険被保険者証を町に提出
●本人から、事業対象者決定通知書を確認
●以下の書類を町に提出（P28)
　　・契約書
　　・居宅の届出書
　　・基本情報
　　・ケアプラン原案
　　・介護保険被保険者証（「事業対象者申請中」のゴム印あり）

（
更
新

）

サ
ー

ビ
ス
利
用
中

認定期間

～H28/5/31まで
　（更新プランH28/6/1～）
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遠
賀
郡

４
町
介
護
予

防
・
日

常
生
活
支

援
総
合

事
業
の
利

用
の
手

続
き

 

          

一
般
介
護
 

予
防
事
業
 

総
合

事
業
 

・
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス

 

・
緩
和
さ
れ
た
基
準
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス

 

介
護
 

サ
ー
ビ
ス
 

介
護

予
防
サ

ー
ビ
ス
 

・
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
 

・
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等

 

 

総
合

事
業
を

利
用
で
き

る
人
 
 

●
要
支
援
１
・
２
の
人
 

●
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
結
果
に
よ
り
、
 

生
活
機
能
の
低
下
が
確
認
さ
れ
た
人

 
 

フ
ロ
ー
図
の
確
認
（

町
の
介
護
保
険
担

当
窓
口
）
 

要
介

護
認
定

の
申
請
 

・
明
ら
か

に
要
介

護
認
定

が
必
要

な
人

 

・
訪
問

看
護
・
福
祉
用

具
貸
与
・
通
所

リ
ハ
ビ

リ

等
を
引
き

続
き
利

用
す
る

人
 

総
合

事
業
の

案
内
 

基
本
・
独
自

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施

 

（
新
規
申
請
：
町
、

 
更
新
申
請
：
ケ
ア
マ
ネ
）

 

※
要
支
援

1、
2
の
人
は
不
要
 

総
合
事
業
対
象
者

 
非
該
当

 
要
介
護
 

１
～
５
 

要
支
援

1 

要
支
援
２
 

非
該
当

 

要
介
護

１
～
５

 
要
支
援

1 

要
支
援
２
 

新
規
に
利
用
を
希
望
し
て
い
る
人

 

担
当

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
相

談
（

更
新

）
 

町
の
介
護
保
険
窓
口
に
相
談
（
新
規
）

新
）

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
 

※
新
規
申
請
時
・
更
新

申
請
時
の
 

フ
ロ
ー
図
 

※
総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
受
付
票

 

※
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
判
断
フ
ロ
ー
図

 

フ
ロ
ー
図
の
確
認
 

※
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
を

 

利
用
し
て
い
る
人
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①
年

齢
 

 
 

ａ
：

40～
64

歳
 

 
 

ｂ
：

65
歳
以

上
 

②
以

下
の

項
目

に
一

つ
で

も
あ
て

は
ま

る
人

（
要

介
護

状
態

が
疑
わ

れ
る

人
）

 

◆
移

動
支

援
が

必
要

 
 

 
 

 
 
□
杖

や
歩

行
器

を
使

っ
て
も

歩
行

で
き

な
い

 

 
 

 
 
□
排

泄
：

自
力

で
ト

イ
レ
に

行
け

な
い

 

 
 

 
 
□
入

浴
：

自
力

で
入

浴
で
き

な
い

 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
見
守
り
だ
け
の
人
は
「
い
い
え
」

 

 
 

◆
認

知
症
の
疑

い
が

あ
る

 

 
 

 
 
□
日

常
生

活
に

支
障

を
き
た

す
物

忘
れ

が
あ

る
 

 
 

 
 
□
日

常
生

活
に

支
障

を
き
た

す
妄

想
な

ど
が

あ
る

 
 
 
 

 

③
住

宅
改

修
、

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル
・

購
入

を
希

望
 

 
 

 
 

 
※
リ
フ
ォ
ー
ム
・
将
来
が
心
配
な
ど
の
理
由
の
場
合
は
「
い
い
え
」

 

 
□
通
所
リ
ハ
ビ
リ

 
 
 
 
 
 
 

□
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

 

 
□

訪
問

看
護

・
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
 
 

□
施

設
 

 
□

訪
問

入
浴

介
護

 
 
 
 
 
 
 

 

 
□

訪
問

介
護
 
 

□
通

所
介

護
 

 
 

 
※
身
体
介
護
が
必
要
な
場
合
は
、
「
要
介
護
認
定
の
申
請
」

 

 

□
配

食
サ

ー
ビ

ス
 

⑤
す

ぐ
の

困
り

ご
と

は
な

い
・

サ
ー
ビ

ス
利

用
の

希
望

な
し

 
申

請
・
受

付
の

必
要

な
し

 

町
の

配
食
サ

ー
ビ
ス

を
希
望
 

※
町
の
基
準

 

民
間

の
配
食

サ
ー
ビ

ス
を
希
望
 

※
直

接
申

し
込

み
 

は
い

 

は
い

 

は
い

 

は
い

 

・
総

合
事

業
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
開

始
後

も
、

必
要

な
と

き
は

要
介

護
認

定
の

申
請

が
可

能
な

こ
と

を
説

明
 

・
要

介
護

認
定

で
非

該
当

と
な

っ
た

場
合

で
も

、
事

業
対

象
者

と
な

れ
ば

、
総

合
事

業
（

訪
問

介
護

・
通

所
介

護
）

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

説
明

 

い
い

え
 

い
い

え
 

④
希

望
す

る
介

護
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

内
容

 

要介護認定の申請 

総合事業の案内 

一般介護予防事業の案内 

い
い

え
 

新
規

申
請

時
フ

ロ
ー

図
 

No.1 

ａ
 

ｂ
 

No.2 
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新
規
フ
ロ
ー
図

 
Ｎ
ｏ
２

 

   

総合事業の案内 

包
括

で
事

業
対

象
者

と
な

る
か

協
議

し
、

 

町
が

判
定

 
事

業
対
象

者
に

 

該
当

し
な

い
 

一般介護予防事業の案内 

□
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
・
介

護
予

防
 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

依
頼

（
変

更
）
届

出
書

 

□
被

保
険

者
証

 

事
業

対
象

者
に

係
る

 

被
保

険
者

証
の

発
行

 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

決
定

 

本
人

が
 

窓
口

に
来

所
 

本
人

以
外

が
 

窓
口

に
来

所
 

□
総

合
事

業
サ

ー
ビ

ス
受

付
票

 
 

※
注

1 

□
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
 

 
 

 
※
注

2 

□
独

自
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

 
 

※
注

3 

事
業

対
象

者
に

該
当

 

後
日

、
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー
が

訪
問
 

ま
た

は
 

後
日

、
本
人

が
窓
口

に
来
所
 

（
本

人
が

入
院

中
の

場
合

は
、

退
院

後
）

 

 □
総

合
事
業

サ
ー
ビ

ス
受
付
票

 
 

※
注
１

 

★
 

★
の

流
れ
と

同
様
 

事
業

対
象

者
に

該
当

 

事
業

対
象

者
に

 

該
当

し
な

い
 

以
下

の
書

類
を

、
ケ

ア
マ

ネ
に

渡
す
（

町
）
 

 □
総

合
事

業
サ

ー
ビ

ス
受

付
票
 

※
注

1 

□
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
      

※
注

2 

□
独

自
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
 
    

※
注

3 

 ※
注

1、
注

2、
注

3 
 原

本
（
包
括
）
 

写
し
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
） 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
訪

問
 

サ
ー

ビ
ス

開
始

 

新
規

申
請

時
フ

ロ
ー

図
 

No.2 
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※
更

新
前

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訪
問

時
に

、
要

支
援

１
・
要

支
援

２
で

訪
問

介
護
・
通

所
介
護

の
み

利
用

者
は

、
更

新
認
定
を

受
け

ず
に

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
と

独
自

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

総
合

事
業

対
象

者
に

該
当

す
れ

ば
サ

ー
ビ

ス
が

利
用

で

き
る

こ
と
を

説
明
す

る
。（

※
た

だ
し

心
身

状
況
の

維
持

・
改

善
が

困
難

と
思
わ

れ
る
人
な

ど
は

、
更

新
認
定

を
受
け
て

も
ら

う
こ

と
も

可
能

）。
 

訪
問

介
護

・
通

所
介

護
以

外
の

サ
ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

人
は
更

新
認

定
を

受
け

て
も

ら
う
。
 

 
 

 
●
訪

問
介

護
利

用
者
⇒

訪
問
介

護
判

断
フ

ロ
ー

図
（

Ｐ
21）

に
当

て
は

め
て

現
行

相
当
か

緩
和

し
た

基
準

か
判

断
 

 
 

 
●
通

所
介

護
利

用
者
⇒

通
所
介

護
判

断
フ

ロ
ー

図
（

Ｐ
22）

に
当

て
は

め
て

現
行

相
当
か

緩
和

し
た

基
準

か
判

断
 

 
 

                             

  

 

上
記

※
を

参
照

 

一
般
介
護
予
防
事
業

 

の
案

内
ま

た
は

自
費

 

サ
ー

ビ
ス

の
案

内
 
 
 

要介護認定申請 

は
い

 

②
現

在
一

つ
で

も
下

記
の

サ
ー

ビ
ス
を

 

使
っ

て
お

り
今

後
も

必
要

 

 
□

通
所

リ
ハ

ビ
リ
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

□
訪

問
看

護
・

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

 

 
 

□
訪

問
入

浴
介

護
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
□
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
 
 
 
 

 

 
 

□
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

 

 
□

施
設

 

更
新

申
請

時
フ

ロ
ー

図
 

①
年

齢
 ａ

：
40～

64
歳
 

 
 

  
ｂ

：
65

歳
以
上
 

ａ
 

 

③
訪

問
介

護
・

通
所
介
護

を
 

利
用

し
て

お
り

 

今
後

も
必

要
 

 
 

 

 

い
い

え
 

④
現

在
サ

ー
ビ

ス
を

使
っ

て
 

い
な

い
（

更
新

の
み

）
 
 
 

は
い

 

終
了

 

事
業

対
象

者
に

該
当

（
町

が
判

定
）

  

¥
¥

 

総合事業の説明 

基本チェックリストと 

独自チェックリストを実施 

  用紙を被保険者証と 

ともに包括に提出 

い
い

え
 

訪
問

介
護

判
断

フ
ロ

ー
図
（
Ｐ

21）
ま
た
は

 

通
所

介
護

判
断

フ
ロ

ー
図

（
Ｐ

22）
よ
り
 

 
●

現
行

相
当

 

 
●

緩
和

し
た

基
準

 
 

何
れ

か
判
断

 

要
支

援
１

・
２

認
定

 

訪
問
介
護
・
通
所
介
護

が
必

要
 

要
支

援
１

・
２

認
定

 

訪
問

介
護

・
通
所

介
護

は
必

要
な

し
 

 
 

介
護

予
防

 

サ
ー

ビ
ス

 

計
画

 

(認
定
あ
り

) 

認
定

非
該

当
 

総合事業の説明 

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

(認
定
な
し

) 

通
所

・
訪

問

の
み

 

介
護

予
防

 

サ
ー
ビ
ス

 

計
画

 

(認
定
あ
り

) 

予
防

給
付

ｻ
ｰ

ﾋﾞｽ併
用

 

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

(認
定
あ
り

) 

通
所

・
訪

問

の
み

 

 

事
業

非
該

当
 

は
い

 

ｂ
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総
合
事
業

（
事
業
対

象
者
）

サ
ー
ビ
ス

受
付
票

 

受
付

日
 
平
成

 
 
 

年
 
 
 

月
 
 
 

日
（

受
付
者
 
 

 
 
 

 
）
 

 

 【
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
記

入
欄

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※
該
当
項
目
に
〇
 

希
望

す
る

サ
ー

ビ
ス

 

１
．

訪
問

介
護

の
み

（
掃

除
・

買
い

物
・

調
理

・
ゴ

ミ
出

し
）

 
 

２
．

通
所

介
護

の
み

 
 

３
．

両
方

 
 

 
 

 
※

訪
問

介
護

（
掃

除
・

買
い

物
・

調
理

・
ゴ

ミ
出

し
）

 

特
記

事
項

 
 

申請者
 

フ
リ

ガ
ナ
 

 
本

人
と

の
関

係
 

 
氏

 
名
 

 

住
 

所
 

 

電
話

番
号
 

 

対 象 者 

被
保

険
者

番
号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
族

構
成

 

フ
リ

ガ
ナ
 

 

 

氏
 

名
 

 

生
年

月
日
 

明
 ・

 大
 ・

 昭
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

（
 

 
 

歳
）

 

住
 

所
 

遠
賀

郡
 

本
人

の
現

況
 

□
 

在
宅

 
 

 □
入

院
中

又
は

入
所

中
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

認
定

情
報

 

□
 非

該
当

 
 

□
 要

支
１

 
 

□
 要

支
２

 
 

 

□
 要

介
１

 ・
 ２

 ・
 ３

 ・
 ４

 ・
 ５

 

有
効

期
限

：
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

～
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

（
前

回
の

介
護

度
 

 
 

 
）

 

現
病

歴
・

既
往

歴
と

 

経
過

 

年
 

月
 

病
 

名
 

医
療

機
関

（
医

師
名

）
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

記
入
は
こ
こ
ま
で
 

表
面
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【
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
記
入
欄
】

 

  【
基
本
・
独
自
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
結
果

】
 

※
該

当
項

目
に

〇
 

 
生
活
機
能
 

運
動
器
 

栄
 養

 
口
 腔

 
閉

じ
こ

も
り
 

物
忘
れ
 

こ
こ
ろ

 

基
本
 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

 
 

 
 

 
 

 

 ※
該

当
項

目
に

〇
 

 
訪
問

 
通
所

 

独
自
 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 
掃
除

 ･ 買
い
物
 ･ 調

理
 ･ゴ

ミ
出
し

 
 

 

特
記
事
項
 

 

 【
総
合
判
定
結
果

】
 
 
 

平
成
 
 
 

年
 
 
 
月

 
 
 
日

 

     訪問・来所日の調整 

日
程
調
整
の
連
絡
先

 
フ
リ
ガ
ナ

 

氏
 
 

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
人
と
の
関
係

 
 

電
話
番
号

 
自
宅
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携
帯
：

 

連
絡
可
能
な
時
間
帯

 
 

調
査
で
き
な
い
日

 
 

後
日
来
所
日
時

 
 

１
．
事
業
対
象
者
 

 
□
 訪

問
介
護
（
掃
除
 ・

 
買
い
物
 ・

 調
理
 ･ ゴ

ミ
出
し
）
 
 
 

□
 通

所
介
護

 

２
．

非
該
当
（
事
業
対
象
者
）

 

３
．
介
護
保
険
認
定
申
請
を
再
度
説
明

 

４
．
一
般
介
護
予
防

事
業
の
紹
介
（

 
 
 
 
 
                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

裏
面
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記
入

日
　

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
受

付
者

氏
名

生
年

月
日

性
別

N
O1

0.は
い

1.い
い

え

2
0.は

い
1.い

い
え

3
0.は

い
1.い

い
え

4
0.は

い
1.い

い
え

5
0.は

い
1.い

い
え

6
0.は

い
1.い

い
え

7
0.は

い
1.い

い
え

8
0.は

い
1.い

い
え

9
1.は

い
0.い

い
え

( 　
 )

10
1.は

い
0.い

い
え

／

11
1.は

い
0.い

い
え

2
0

12
1.は

い
0.い

い
え

13
1.は

い
0.い

い
え

1
0
/
2
0

14
1.は

い
0.い

い
え

以
上

15
1.は

い
0.い

い
え

16
0.は

い
1.い

い
え

17
1.は

い
0.い

い
え

18
1.は

い
0.い

い
え

19
0.は

い
1.い

い
え

20
1.は

い
0.い

い
え

21
1.は

い
0.い

い
え

22
1.は

い
0.い

い
え

23
1.は

い
0.い

い
え

24
1.は

い
0.い

い
え

25
1.は

い
0.い

い
え

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
平

成
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

こ
の

１
年

間
に

転
ん

だ
こ

と
が

あ
り

ま
す

か

転
倒

に
対

す
る

不
安

は
大

き
い

で
す

か

口
の

渇
き

が
気

に
な

り
ま

す
か

　
　

氏
名

物忘れ

（
こ

こ
２

週
間

）
わ

け
も

な
く

疲
れ

た
よ

う
な

感
じ

が
す

る

こころ

今
日

が
何

月
何

日
か

わ
か

ら
な

い
時

が
あ

り
ま

す
か

（
こ

こ
２

週
間

）
毎

日
の

生
活

に
充

実
感

が
な

い

　
身

長
　

　
　

　
　

cm 　
体

重
　

　
　

　
　

　
Kg　

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

＝
　

　
　

　
　

　
）

（
注

）

家
族

や
友

人
の

相
談

に
の

っ
て

い
ま

す
か

階
段

を
手

す
り

や
壁

を
つ

た
わ

ら
ず

に
昇

っ
て

い
ま

す
か

椅
子

に
座

っ
た

状
態

か
ら

何
も

つ
か

ま
ら

ず
に

立
ち

上
が

っ
て

い
ま

す
か

１
５

分
位

続
け

て
歩

い
て

い
ま

す
か

（
こ

こ
２

週
間

）
以

前
は

楽
に

で
き

て
い

た
こ

と
が

今
で

は
お

っ
く

う
に

感
じ

ら
れ

る

（
こ

こ
２

週
間

）
自

分
が

役
に

立
つ

人
間

だ
と

思
え

な
い

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
で

活
用

す
る

た
め

、
総

合
事

業
サ

ー
ビ

ス
受

付
票

・
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

・
独

自
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

へ
提

供
す

る
こ

と
に

同
意

し
ま

す
。

( 　
 )/

2
N

o.16

該
当

(  　
)/

3

1
/
3

以
上

（
注

）
B
M
I
=
体

重
（

K
g
）

÷
身

長
（

ｍ
）

÷
身

長
（

ｍ
）

が
1
8
.
5
未

満
の

場
合

に
該

当
と

す
る

( 　
 )/

2

2
/
2

(  　
)/

3

2
/
3

以
上

お
茶

や
汁

物
等

で
む

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

( 　
 )/

5

2
/
5

以
上

週
に

１
回

以
上

は
外

出
し

て
い

ま
す

か

昨
年

と
比

べ
て

外
出

の
回

数
が

減
っ

て
い

ま
す

か

半
年

前
に

比
べ

て
固

い
も

の
が

食
べ

に
く

く
な

り
ま

し
た

か

周
り

の
人

か
ら

「
い

つ
も

同
じ

事
を

聞
く

｣な
ど

の
物

忘
れ

が
あ

る
と

言
わ

れ
ま

す
か

自
分

で
電

話
番

号
を

調
べ

て
、

電
話

を
か

け
る

こ
と

を
し

て
い

ま
す

か

（
こ

こ
２

週
間

）
こ

れ
ま

で
楽

し
ん

で
や

れ
て

い
た

こ
と

が
楽

し
め

な
く

な
っ

た

口腔

バ
ス

や
電

車
で

１
人

で
外

出
し

て
い

ま
す

か

預
貯

金
の

出
し

入
れ

を
し

て
い

ま
す

か

友
人

の
家

を
訪

ね
て

い
ま

す
か

栄養閉じこもり 運動器 生活機能

日
用

品
の

買
い

物
を

し
て

い
ま

す
か

６
ヶ

月
間

で
２

～
３

Kg以
上

の
体

重
減

少
が

あ
り

ま
し

た
か

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

住
　

所

( 　
 )/

5

3
/
5

以
上

回
　
答

判
　
定

質
　
問
　
項
　
目

明大
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
　

　
歳

）
昭
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独
自

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

        

１
．

訪
問

介
護

を
希

望
す

る
場

合
 

①
希
望
す
る
生
活
領
域
を
確
認
し
ま
す
。
 

②
希
望
す
る
生
活
領
域
の
質
問
項
目
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
、
総
合
事
業
対
象
者
と
判
断
し
ま
す
。

 

※
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
が
疑
わ
れ
各
生
活
領
域
が
困
難
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
要
介
護
認
定
申

請
を

行
い
ま
す

。 

※
ご
み
出
し
項
目
の
み
当
て
は
ま
る
場
合
は
総
合
事
業
対
象
者
と
判
断
せ
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
の

自
費
利
用
等
、
他
の
手
立

 

 
 
 
て
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
 

               

２
．

通
所

介
護

を
希

望
す

る
場

合
 

○
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
領
域
の
質
問
項
目
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
、
総
合
事
業
対
象
者
と
判
断
し
ま
す
。
 

 
 
 

 

      

３
．

特
記

事
項

 
※
独
自
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
は
該
当
し
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
高
い
場
合
に
そ
の
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 

 

生
活
領
域
 

質
問
項
目
 

ﾁｪｯｸ欄
 

掃
 
除
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
６
～
１
０
の
３
項
目
以
上
該
当
 

 

掃
除
機
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

(腰
痛
・
手
の
痛
み
な
ど

) 
 

週
に

1
回
程
度
掃
除
を
し
て
く
れ
る
家
族
な
ど
が
い
な
い
 

 

買
い
物
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
１
・
２
「
い
い
え
」
 

 

重
た
い
も
の
が

持
て
な
い

(２
㎏
以
上
) 

 

週
に

1
回
程
度
買
い
物
を
し
て
く
れ
る
家
族
な
ど
が
い
な
い

 
 

調
 
理
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
６
・
７
が
い
い
え
 

 

手
が
悪
く
包
丁
を
持
て
な
い
、
も
し
く
は
台
所
に
１
０
分
以
上

立
て
な
い
 

 

民
間
や
町
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
で
き
な
い
 

 

夕
食
の
調
理
を
し
て
く
れ
る
家
族
な
ど
が
い
な
い
 

 

ご
み
出
し
 

週
1
回
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
 

 

週
1
回
程
度
ご
み
を
出
し
て
く
れ
る
家
族
な
ど
が
い
な
い
 

 

身
体
領
域
 

質
問
事
項
 

ﾁｪｯｸ欄
 

運
動
機
能
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
６
～
１
０
の
３
項
目
以
上
該
当
 

 

閉
じ
こ
も
り

 
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

１
６
・
１
７
該
当

(※
16

の
外
出
に
通
所
介
護
は
含
め
な
い

) 
 

一
日
中
ほ
と
ん
ど
一
人
で
過
ご
し
、
人
と
話
す
こ
と
が
な
い

 

物
忘
れ
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
１
８
～
２
０
の
２
項
目
以
上
該
当
 

 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

 

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
い
ず
れ
か
の
機
能
低
下
が
あ
る
場
合
に
下
記
の
独
自
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
、

 

 
総
合
事
業
対
象
者
に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
 

 
た
だ
し
、
通
所
介
護
を
希
望
す
る
場
合
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
『
運
動
器

』『
閉
じ
こ
も
り

』『
物
忘
れ
』
の
 

 
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
の
み

、
独
自
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
 

 
 (『

口
腔
』
や
『
こ
こ
ろ
』

の
み
の
該
当
で
は
、
通
所
介
護
の
対
象
と
し
ま
せ
ん

) 

裏
面
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介
護

予
防

・日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
よ

り
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（
□

・
□

）

被
保

険
者

氏
名

被
保

険
者

番
号

フ
リ

ガ
ナ

明
 ・

 大
 ・

 昭

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
を

依
頼

（
変

更
）
す

る
介

護
予

防
支

援
事

業
者

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
依

頼
（
変

更
）
す

る
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

（
事

業
所

名
）

（
事

業
所

の
所

在
地

）

事
業

所
番

号
〒

 

（
一

部
委

託
先

）
（
事

業
所

の
所

在
地

）

事
業

所
番

号
〒電

話
番

号

（
事

業
所

を
変

更
す

る
事

由
）
　

　
＊

事
業

所
（
一

部
委

託
先

を
含

む
）
を

変
更

す
る

場
合

の
み

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

□
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

変
更

に
伴

う
変

更

□
サ

ー
ビ

ス
計

画
変

更
に

伴
う

変
更

□
住

所
地

変
更

に
伴

う
変

更
変

更
年

月
日

　
（
平

成
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
付

）

□
そ

の
他

（
                                                                    ）

福
岡

県
介

護
保

険
広

域
連

合
長

　
様

上
記

の
事

業
者

に
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

又
は

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
依

頼
す

る
こ

と
を

届
出

し
ま

す
。

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

住
所

     （
本

人
）

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印
電

話
番

号

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

    （
本

人
と

の
関

係
：
         ）

 電
話

番
号

１
．

こ
の

届
出

書
は

、
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

又
は

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
依

頼
す

る
事

業
所

等

　
　

が
決

ま
り

次
第

速
や

か
に

福
岡

県
介

護
保

険
広

域
連

合
各

支
部

ま
た

は
構

成
市

町
村

へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

２
．

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
若

し
く

は
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

依
頼

す
る

介
護

予
防

支
援

事
業

所
又

は

　
　

介
護

予
防

支
援

若
し

く
は

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
受

託
す

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

を
変

更
す

る
と

き
は

、

　
　

変
更

年
月

日
を

記
入

の
う

え
、

必
ず

介
護

保
険

広
域

連
合

各
支

部
ま

た
は

構
成

市
町

村
に

届
出

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　

届
出

の
な

い
場

合
、

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
費

用
を

一
旦

、
全

額
自

己
負

担
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

３
．

住
所

地
特

例
の

対
象

と
な

る
施

設
入

居
中

の
場

合
は

、
そ

の
施

設
の

住
所

地
の

市
町

村
の

窓
口

へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

□
　

被
保

険
者

資
格

□
　

届
出

の
重

複
□

届
出

（
変

更
）
年

月
日

□
　

介
護

予
防

支
援

事
業

者
事

業
所

（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）
番

号

名
      称

 　
：

名
      称

 　
： 介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
・
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
依

頼
（
変

更
）
届

出
書

区
分

新
規

・
変

更

生
年

月
日

性
別

個
人

番
号

要
支

援
事

業
対

象
者

（
注

意
）
　

保
険

者
確

認
欄

電
話

番
号

申
請

者

届
出

者

サ
ー

ビ
ス

利
用

開
始

日
 （

新
規

の
み

）
年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

男
　

　
・
　

　
女
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空欄になります 
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  訪問型サービス   通所型サービス 

基 準 現行の訪問介護相当 緩和した基準によるサービス   基 準 現行の通所介護相当 緩和した基準によるサービス 

サービス 
内容 

○生活援助 
 ・掃除・整理整頓 
 ・生活必需品の買い物 
 ・食事の準備や調理・片付け等 
○身体介護 
 ・入浴の介助等 
 

○生活援助のみ 
 ・掃除・整理整頓 
 ・生活必需品の買い物 
 ・食事の準備や調理・片付け等 
 ※身体介護は原則対象に 
    なりません。 

  
サービス 

内容 

○体操（生活機能向上） 
○レクリエーション  
○食事（自費） 
○送迎 
○入浴 

【必須項目】 
○体操（生活機能向上） 
○レクリエーション 
○送迎 
【任意項目】 
○食事（自費） 
○入浴 
 （実費負担にすることも可） 

提供時間 
  平均60分 
 （プランにより異なります） 

  1回45分以内 
 （プランにより異なります） 

  提供時間  プランにより異なります  プランにより異なります 

対 象 
  要支援認定者 
  事業対象者 

左記対象者のうち 
週1回以下の訪問介護を必要と
し、身体介護が必要である者や
認知症及び精神症状を伴う者以
外 

  対 象 
  要支援認定者 
  事業対象者 

左記対象者のうち 
週1回の通所サービスの利用が
継続的に必要であり、通所サー
ビスで入浴や排泄の介助が必要
のない者 

単 位 
（回数） 

  訪問Ⅰ  1,168単位 

週1回  818単位 
加算・減算なし 

  

単 位 
（回数） 

  通所介護Ⅰ  1,647単位 

週1回 1,153単位 
加算・減算なし 

  訪問Ⅱ  2,335単位     通所介護Ⅱ  3,377単位 

  訪問Ⅲ  3,704単位     

対象に 
ならない
サービス 

 介護保険サービスと同様 
 ・本人以外の人にすることや日常生活上の家事の範囲を 
  超えることは対象外 
 ・本人以外の家族のための家事 
 ・草むしり 
 ・病院受診時の送迎  
 ・来客の応対 
 ・大掃除や家屋の修理など 

        

遠賀郡４町の緩和した基準によるサービス等提供内容 
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身体介護が必要な人

　入浴や排泄に身体介護が必要な人

　　訪問調査：歩行、片足立位のいずれかが、つかまれば可又はできない

　　　　　　　　　　　　　または

　　　　　　　　　排尿、排便のいずれかが、一部介助又は全介助

　　入浴の見守りは、身体介護には入れない。 訪問介護Ⅰ、Ⅱ （事業対象者・要支援１,２）

認知症高齢者の日常生活自立度がⅡ以上（主治医意見書又は訪問調査） 　　はい 訪問介護Ⅲ （要支援２）

退院直後等で状態が変化しやすく専門的なサービスが必要な人

その他専門的な支援が必要な人

　　知的障害・精神障害がある人

　　難病、がん末期等で、病状の変化が激しい人

　　呼吸器疾患、免疫異常者でこまめに掃除を必要とする人

　いいえ

以下のサービスの1つのみ利用する人 緩和した 訪問型サービスＡ （事業対象者・要支援１,２）

【掃除】　【買い物】　【調理】 　　はい 基準

　いいえ 　　　　　45分以内

２項目以上の生活援助が必要な人

　※２項目以上のサービスを利用しても45分以内でサービスが終了する人は 訪問介護Ⅰ、Ⅱ （事業対象者・要支援１,２）

　　緩和した基準のサービス 　　はい 訪問介護Ⅲ （要支援2）

以下の項目のいずれかに当てはまる人

現行相当

現行相当

訪問介護判断フロー図
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通所介護で入浴介助を必要とする人

　入浴や排泄に身体介護が必要な人

　　訪問調査：歩行、片足立位のいずれかが、つかまれば可又はできない 　はい

　　　　　　　　　　　　　または

事業対象者 　　　　　　　　　排尿、排便のいずれかが、一部介助又は全介助

要支援１ 　　自宅や施設の浴室で一人、又は見守りで入浴できる人は対象外

認知症高齢者の日常生活自立度がⅡ以上（主治医意見書又は訪問調査）

パーキンソン病、小脳疾患など神経系の疾患があり、体のバランス保持が困難な人

自宅で入浴ができる環境がない人

　　住宅改修や福祉用具を活用しても自宅で入浴が困難な人 緩和した

その他専門的な支援が必要な人 　いいえ 基準

　　知的障害・精神障害がある人

　　難病、がん末期等で、病状の変化が激しい人

以下の項目のいずれかに当てはまる人

要支援２

現行相当 通所介護Ⅰ

通所型サービスＡ

通所介護Ⅱ現行相当

通所介護判断フロー図
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(案） 
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利用者区分 サービス利用パターン例 ケアマネジメント代 支給限度
額 

事業対象者 事業（訪問介護）のみ 介護予防ケアマネジメント費 5,003単位 

事業（通所介護）のみ 

事業（訪問介護＋通所介護） 

要支援１ 給付のみ 介護予防支援費 5,003単位 

給付＋事業（訪問介護） 

給付＋事業（通所介護） 

事業（訪問介護＋通所介護） 介護予防ケアマネジメント費 

要支援２ 
 
 
 

給付のみ 介護予防支援費 
 

10,473単位 
 給付＋事業（訪問介護） 

給付＋事業（通所介護） 

事業（訪問介護と通所介護） 介護予防ケアマネジメント費 

事業：訪問介護（現行相当サービス、緩和した基準によるサービス） 
     通所介護（現行相当サービス、緩和した基準によるサービス） 
給付：訪問看護、訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション、短期入所療養介護、 
     居宅療養管理指導、訪問入浴介護、認知症対応型通所介護、福祉用具貸与 

利用上限額 

25 
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予防給付及び総合事業を併用する場合の組み合わせ例 

 

 

介護予防給付 総合事業 
ケアマネジ

メント代 

負担 

限度額 通所ﾘﾊ 訪問ﾘﾊ 訪問看護 短期入所 
福祉用具

貸与 

福祉用具

購入 
住宅改修 

現行 

通所介護 

現行 

訪問介護 

緩和 

通所介護 

緩和 

訪問介護 

事業 

対象者 

          ○ 
介護予防 

ケアマネジ

メント費 

5,003 

単位 
       ○    

        ○ ○  

要支援

１ 

○    ○       

介護予防 

支援費 5,003 

単位 

 ○   ○ ○ ○  ○   

   ○ ○     ○  

       ○   ○ 介護予防ケアマネジメント費 

要支援

２ 

  ○ ○        

介護予防 

支援費 10,473 

単位 

○          ○ 

    ○   ○   ○ 

       ○ ○   介護予防ケアマネジメント費 
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⑩
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

・
経

過
記

録
の

毎
月

の
提

出
な

し

サ
ー

ビ
ス

変
更

・
更

新
申

請
時

・
基

本
情

報
　

（
原

本
）

・
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

　
（
原

本
）

・
計

画
表

　
（
新

規
作

成
、

原
本

）

・
経

過
記

録
　

（
コ

ピ
ー

）

・
評

価
表

　
（
原

本
）

・
利

用
票

・
別

表
（
コ

ピ
ー

、
初

月
分

）

⑫
給

付
管

理

・
委

託
料

実
績

報
告

書
兼

請
求

書

・
提

供
票

、
別

票

⑫
給

付
管

理
に

関
す

る
書

類
は

、
毎

月
５

日
ま

で
に

提
出

く
だ

さ
い

。
５

日
が

土
日

祝
日

の
場

合
は

前
後

し

ま
す

の
で

、
年

度
初

め
に

送
付

す
る

「介
護

予
防

支
援

業
務

の
受

託
分

に
お

け
る

請
求

事
務

に
つ

い
て

」

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。

⑪
評

価
後

の
計

画
表

は
、

新
規

に
作

成
し

提
出

く
だ

さ
い

。
手

順
は

、
初

回
作

成
時

と
同

様
（認

定
期

間
内

の
計

画
表

変
更

の
場

合
は

、
基

本
情

報
を

省
略

）で
す

。

⑩
毎

月
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
内

容
は

、
「経

過
記

録
」

に
記

載
し

、
評

価
と

一
緒

に
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。

⑪
評

価

・
基

本
情

報
　

（
原

本
）

・
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

　
（
原

本
）

・
計

画
表

　
（
新

規
作

成
、

原
本

）

・
経

過
記

録
　

（
コ

ピ
ー

）

・
評

価
表

　
（
原

本
）

・
利

用
票

・
別

表
（
コ

ピ
ー

、
初

月
分

）

②
契

約
書

等
の

提
出

【
セ

ン
タ

ー
】

・
契

約
書

・
計

画
作

成
届

出
書

・
保

険
証

(原
本

）

（
事

業
対

象
者

も
必

要
）

⑤
計

画
表

確
認

【
セ

ン
タ

ー
】

・
基

本
情

報
　

（
原

本
）

・
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

　
（
原

本
）

・
計

画
表

　
（
印

な
し

原
本

）

・
初

回
経

過
記

録
　

（
コ

ピ
ー

）

・
保

険
証

　
（
コ

ピ
ー

）

・
主

治
医

意
見

書
等

 (任
意

持
参

）

③
基

本
情

報
の

署
名

・捺
印

欄
は

省
略

が
可

能
で

す
。

⑤
セ

ン
タ

ー
に

て
、

計
画

表
原

案
が

適
切

に
作

成
さ

れ
て

い
る

か
等

の
確

認
を

受
け

た
の

ち
に

（原
則

持
参

で
お

願
い

し
ま

す
）、

利
用

者
へ

署
名

・捺
印

を
も

ら
っ

て
く
だ

さ
い

。

④
プ

ラ
ン

は
最

長
　

認
定

期
間

内
終

了
日

ま
で

　
事

業
対

象
者

は
、

サ
ー

ビ
ス

開
始

か
ら

　
最

長
1年

間
作

成
が

可
能

福
祉

用
具

で
事

前
に

貸
与

可
能

か
確

認
が

必
要

な

場
合

は
、

所
定

の
様

式
に

て
手

続
き

を
行

っ
て

下
さ

い
。

④
【

セ
ン

タ
ー

→
支

部
給

付
係

へ
】

・
事

前
届

出
書

・
確

認
依

頼
書

【
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
の

一
部

委
託

の
流

れ
に

つ
い

て
】
 

⑨
計

画
表

提
出

【
セ

ン
タ

ー
提

出
】

・
計

画
表

　
（
印

あ
り

原
本

）

・
利

用
票

・
別

票
（
コ

ピ
ー

、
初

月
分

）

計
画

表
交

付
【

事
業

者
へ

】

・
計

画
表

　
（
印

あ
り

コ
ピ

ー
）

・
提

供
票

・
別

票

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

居
宅

介
護

予
防

事
業

支
援

事
業

者
備

　
　

考
　

（
変

更
・
改

善
点

な
ど

）
提

出
書

類

⑨
計

画
表

の
提

出
時

に
「利

用
票

」「利
用

票
別

表
」

を
添

付
し

て
く
だ

さ
い

。

な
お

、
セ

ン
タ

ー
へ

提
出

す
る

利
用

票
等

は
、

サ
ー

ビ
ス

開
始

月
の

み
で

か
ま

い
ま

せ
ん

。
変

更
や

更
新

申
請

等
で

変
化

の
あ

っ
た

場
合

は
そ

の
都

度
提

出
し

て

く
だ

さ
い

。

⑧
本

人
へ

計
画

表
を

交
付

す
る

際
、

「利
用

票
」は

3ヶ
月

分
渡

す
こ

と
も

で
き

ま
す

。

事
業

者
へ

は
毎

月
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。
事

業
者

が
作

成
す

る
支

援
計

画
表

を
も

ら
う

な
ど

し
、

連
携

を
と

る
よ

う
努

め
て

く
だ

さ
い

。

②
契

約
の

締
結

（事
業

対
象

者
も

契
約

書
必

要
）

　
情

報
開

示
請

求
（事

業
対

象
者

な
し

）

⑧
計

画
表

交
付

【
利

用
者

へ
】

・
計

画
表

　
（
コ

ピ
ー

）

・
利

用
票

・
別

表

③
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

（
情

報
の

収
集

・
分

析
等

）

④
計

画
表

原
案

の
作

成

⑥
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
開

催

⑤
計

画
表

原
案

の
確

認

⑦
計

画
表

原
案

の
利

用
者

へ
の

説
明

・
同

意

⑧
計

画
表

の
交

付
（
利

用
者

の
同

意
・
捺

印
）

⑩
状

況
把

握
（
毎

月
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

）

⑪
達

成
状

況
の

評
価

（
計

画
表

ご
と

の
評

価
）

⑫
給

付
管

理
業

務

利
用

者
・

サ
ー
ビ

ス
事
業

者
と

の
連
絡

・
調
整

効
果

の
評

価

⑫
介

護
報

酬
の

請
求

①
利

用
申

し
込

み
の

相
談

（
利

用
の

事
前

説
明

）

②
契

約
の

締
結

⑨
計

画
表

セ
ン

タ
ー

提
出

支
援

内
容

等
の

確
認

随
時
対
応

し
、
適

切
に
サ

ー
ビ
ス

が
提
供

さ
れ

る
よ
う

連
絡
調

整
を
行

う
。
計

画
の
変

更
の

必
要
が

あ
る
場

合
な
ど

、
必
要

に
応
じ

て
セ

ン
タ
ー

に
報
告

す
る
。

契
約

書
の

提
出

）
居

宅
の

届
出

書

住
所

地
特

例
利

用
者

は
、

身
体

状
況

の
確

認
の

た
め

、
訪

問
調

査
を

持
参
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更
新

時
に

要
支
援

認
定
か

ら
総

合
事

業
対

象
者
に

な
る

人
の

手
続

き
に
つ

い
て

（
予

定
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成

2
8
年

5
月

31
日

に
要
支

援
の

認
定

が
切
れ

る
人
の
流

れ
 

 
居

宅
介

護
予

防
事
業

支
援
事
業

者
 

町
の

介
護
保

険
窓
口
 

2
月

～
 

●
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
訪

問
時
に
総

合
事

業
の

説
 

 
明
 

●
基

本
・
独

自
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス

ト
の

実
施
 

（
事

業
対
象

者
に
該

当
す
る
か

の
確

認
）
 

 

4
月

～
 

●
被

保
険
者

証
、
基
本
・
独
自

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス
 

ト
を

町
に
提

出
 

●
被

保
険
者

証
の
「

認
定
審
査

会
の

意
見

及
び
サ

ー
 

ビ
ス

の
種
類

の
指
定

」
欄
に
『

事
業

対
象

者
申
請
 

中
』

と
ゴ
ム

印
を
押

し
、
ケ
ア

マ
ネ

に
交

付
 

●
基

本
・
独

自
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス

ト
は

回
収
 

 
●

事
業

対
象

者
の
該

当
の
非
該

当
の

判
定
 

●
「

事
業
対

象
者
決

定
通
知
（

非
該

当
者

決
定
通

知
）
」 

を
本

人
に
郵

送
（

1～
2
週
間

以
内

）
 

下
記
の
内

容
も
記

載
 

・
結
果
を

ケ
ア
マ

ネ
に
連

絡
す
る

 

・
正
式
な

保
険
証

は
町
か

ら
本
人

に
6
月

1
日
以

降
発
送
 

・
利
用
手

続
き
方

法
 

5
月

～
 

●
本

人
か
ら
「

事
業
対

象
者
決

定
通

知
」
を

確
 

 
認
 

●
利

用
者
か

ら
契
約

書
・
「
介

護
予

防
サ

ー
ビ
 

ス
計

画
作
成
・
介

護
予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
 

ト
依

頼
（
変

更
）
届

出
書
」
を

預
か

る
 

●
「

ケ
ア
プ

ラ
ン
原

案
」
の
作

成
 

 

●
「

契
約

書
」・「

介
護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
作
 

成
・

介
護
予

防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

依
頼
 

(
変

更
)
届
出

書
」・「

基
本

情
報

」・「
ケ

ア
プ
 

ラ
ン

原
案
」

を
介
護

保
険
証
(
「

事
業

対
象
 

者
申

請
中
」

の
ゴ
ム

印
を
押
し

て
い

る
も
 

の
)
を

提
出
 

●
「

介
護
予

防
サ
ー

ビ
ス
計
画

作
成

・
介

護
予
防

ケ
 

ア
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
依

頼
（
変
更

）
届

出
書

」
は
介
 

護
保

険
窓
口

、「
契

約
書

」・「
基

本
情

報
」・「

ケ
ア
 

プ
ラ

ン
原
案

」
は
地

域
包
括
支

援
セ

ン
タ

ー
で
受
 

付
（

保
険
証

は
6
月

1
日
以
降

本
人

へ
送

付
す
る
 

こ
と

を
説
明

）
 

 
●

「
ケ

ア
プ

ラ
ン
原

案
」
を
地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
 

ー
で

確
認
し

、
結
果

を
居
宅
介

護
予

防
事

業
支
援
 

事
業

者
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
返

還
 

●
担

当
者
会

議
を
開

催
 

●
ケ

ア
プ
ラ

ン
・
利

用
票

を
地

域
包

括
支

援
セ
 

ン
タ

ー
に
提

出
 

 

6
月

1
日

以
降
 

 
●

本
人

へ
「

事
業
対

象
者
」
と

事
業

所
の

印
字
さ

れ
 

た
介

護
保
険

証
の
送

付
 

写
し
の

1
部
は
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー
・
1
部
は

ケ
ア

 

マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
保

管
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サービス種類 総合事業未移行の利用者 総合事業へ移行した利用者 

訪問介護 61 
現行相当サービス 

みなし A1 
1,168単位 

独自※ A2 

緩和された基準によるサービス（A型） A3 818単位 

通所介護 65 
現行相当サービス 

みなし A5 
1,647単位 

独自※ A6 

緩和された基準によるサービス（A型） A7 1,153単位 

指定届出書 総合事業未移行者 総合事業移行者 

緩和した基準によるサービス 
指定申請未提出事業所 

請求可 
現行相当サービス 請求可 

緩和された基準によるサービス 請求不可 

みなし指定を辞退した事業所 請求可 請求不可 

■平成27年4月1日以降のサービス種類コード■ 

■事業所指定と請求との関係■ 

指定事業所による総合事業の実施について（請求関係） 

指定訪問介護・通所介護事業所が総合事業の現行相当サービス、緩和された基準によるサー
ビスを実施する場合の請求（国保連合会による審査・支払の場合） 

※平成27年4月1日以降に指定を受けた事業所は「独自」のサービス種類コード（A2・A6)となる。 
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サービス名 対象者 
サービスコード 

サービス内容略称 算定項目 
合成 

単位数 
算定 
単位 

種類 項目 

訪問型サー
ビス費（Ａ） 

 

事業対象者 
 

要支援１・２ 
 

A3 
 

1001 訪問型サービスＡ（１割負担） 利用者負担1割の利用者にサービスの提供を行う場合 818 

1月につき 

1002 訪問型サービスＡ（２割負担） 利用者負担2割の利用者にサービスの提供を行う場合 818 

1101 訪問型サービスＡ日割（１割負担） 利用者負担1割の利用者にサービスの提供を行う場合 
日割計算の

場合 
÷30.4 日 

27 

1日につき 

1102 訪問型サービスＡ日割（２割負担） 利用者負担2割の利用者にサービスの提供を行う場合 27 

通所型サー
ビス費（Ａ） 

 

A7 
 

1001 通所型サービスＡ（１割負担） 利用者負担1割の利用者にサービスの提供を行う場合 1,153 

1月につき 

1002 通所型サービスＡ（２割負担） 利用者負担2割の利用者にサービスの提供を行う場合 1,153 

1101 通所型サービスＡ日割（１割負担） 利用者負担1割の利用者にサービスの提供を行う場合 
日割計算の

場合 
÷30.4 日 

38 

1日につき 

1102 通所型サービスＡ日割（２割負担） 利用者負担2割の利用者にサービスの提供を行う場合 38 

介護予防 
ケアマネジ

メント費 
 

事業対象者 
 

要支援１・２ 
 

介護予防ケアマネジメント イ 介護予防ケアマネジメント費 430 

1月につき 介護予防ケア初回加算 ロ 初回加算 
300 単位 

加算 
300 

介護予防ケア小規模多機能連携加算 ハ 介護予防小規模多機能型居宅介護事業所連携加算 
300 単位 

加算 
300 

福岡県介護保険広域連合総合事業サービスコード表 



サービスとケアマネジメントの関係 

（※１） 指定事業者のサービスを利用する場合には、給付管理票の作成が必要 
（※２） 要支援者が認定の有効期間満了に伴い、総合事業のサービス事業利用に移行する場合、初回加算は算定できない。 
      介護予防ケアマネジメントから介護予防支援に移行した場合の介護予防支援の初回加算の算定については、過去2月以上 
     当該地域包括支援センターにおいて介護予防ケアマネジメントを提供しておらず、介護予防ケアマネジメント費が算定されて 
     いない場合に、当該利用者に対して、介護予防サービス計画を作成した場合に限られる。 
 
 

○サービス事業のみ利用の場合のケアマネジメント費（典型例として整理したもの） 

31 

利用する
サービス 

ケアプラン 
給付管理票の

作成・記入 
サービス提
供開始月 

２月目 
(翌月) 

３月目 
(翌々月) 

４月目 
(3ヵ月後) 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
実施方法 

現行相当 
及び 

サービスA 
作成 原則記入 

サービス 
担当者会議 

○ × × × 

直接実施 
委託 

モニタリング
等 

―(※1) ○(※1) ○(※1) 
○(面接による) 

(※1) 

報酬 
4,300円 

＋初回加算 
(※2) 

4,300円 4,300円 4,300円 
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平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

町
長

　
様

下
記

の
と

お
り

介
護

予
防

支
援

業
務

を
実

施
し

ま
し

た
の

で
報

告
し

ま
す

。

×

円
×

件
円

円
×

件
円

円
×

件
円円

N
o
.12345678

介
護

予
防

支
援

業
務

委
託

料
実

績
報

告
書

報告者

事
業

所
番

号

事
業

所
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
㊞

連
絡

先
（

担
当

者
）

　
委

　
託

　
料

4
,
3
0
0

　
初

　
回

　
加

　
算

3
,
0
0
0

平
成

年
月

請
求

分
(
平

成
年

月
サ

ー
ビ

ス
利

用
分

）
（

新
規

・
修

正
・

取
消

）

請
求

内
容

明
細

単
価

（
税

込
み

）
作

成
件

数
請

求
金

額

担
当

ケ
ア

マ
ネ

氏
名

（
ケ

ア
マ

ネ
番

号
）

被
保

険
者

番
号

氏
名

（
カ

ナ
）

要
支

援
度

（
○

）
※

初
回

加
算

（
○

）

小
規

模
加

算

（
○

）

　
小

規
模

多
機

能
連

携
加

算
3
,
0
0
0

請
　

求
　

金
　

額
　

（
合

　
計

）

作
 
成

 
状

 
況

 
一

 
覧

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事

1
・

2
・

事
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平成　　年　　月　　日

町長　様

下記のとおり介護予防支援業務委託料(要支援認定者分)を請求します。

×

円 × 件 円

円 × 件 円

円 × 件 円

円

銀行・信金 支店・支所

労金・農協 出張所

普通 当座

　小規模多機能連携加算 3,000

請　求　金　額　（合　計）

フリガナ

口座名義

預金種別

口座番号

納入先（課名）

振込先

金融機関

○○地域包括支援センター

介護予防支援業務委託料請求書(要支援認定者用)

請
求
者

住所

連絡先
（担当者）

法人名

事業所番号

事業所名

　委　託　料 4,300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞代表者名

　初　回　加　算 3,000

平 成 年 月 請 求 分

請求内容明細 単価（税込み） 作成件数 請求金額

平成　　年　　月　　日

町長　様

下記のとおり介護予防支援業務委託料(事業対象者分)を請求します。

×

円 × 件 円

円 × 件 円

円 × 件 円

円

銀行・信金 支店・支所

労金・農協 出張所

普通 当座預金種別

口座番号

フリガナ

口座名義

請　求　金　額　（合　計）

納入先（課名） ○○地域包括支援センター

振込先

金融機関

　初　回　加　算 3,000

　小規模多機能連携加算 3,000

請求内容明細 単価（税込み） 作成件数 請求金額

　委　託　料 4,300

事業所名 　　　　　　　　　　　　　

連絡先
（担当者）

平 成 年 月 請 求 分

介護予防支援業務委託料請求書(事業対象者用)

請
求
者

住所

法人名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

代表者名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

事業所番号
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総合事業に係るQ＆A 

※回答の最後の（　　　）は、関連ページです。

★申請、認定、届け出について

Ｑ１ 申請時は、全員基本チェックリストをとるのですか。

Ａ１ 申請受付時に、要介護認定申請を行うか基本チェックリストを実施するかを　各町の包括支援センターや居宅介護支援事業所及び

高齢者相談センター等で振り分けます。どのサービスを利用するかは、その後のケアマネジメントの中で決定していくことになります。

（ P 11 ）

Ｑ２ 認定更新について、要支援１.・２の認定のある人は訪問介護・通所介護のみの利用であっても、心身の状況から今後の事も勘案し、

更新を勧めてもいいですか。

Ａ２ 心身状況の維持・改善が困難と思われる人などは、更新認定を受けてもらうことも可能です。（ P 11※ ）

Ｑ３ 事業対象者は認定がないので、居宅の届出は必要ないですか。

Ａ３ 届出は必要です。（ P 18 ）

Ｑ４ 事業対象者の介護保険証、負担割合証はどこから発行されるのか。

Ａ４ どちらも各町で発行します。

Ｑ５ 事業対象者の有効期間はどのようになりますか。

Ａ５ 事業対象者の有効期間の設定はありません。状態が変化した時や希望するサービスが変化した場合は、認定申請を行って下さい。

Ｑ６ 生活保護の方も総合事業に入るのですか。

Ａ６ ６５歳以上であれば総合事業の対象となります。
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総合事業に係るQ＆A 
※回答の最後の（　　　）は、関連ページです。

★プランについて

Ｑ７ 緩和された基準によるサービス、現行相当サービスの利用には、要支援認定が必要ですか。

Ａ７ 要支援認定がなくても基本チェックリスト・独自チェックリストで事業対象者と判断され、サービスが必要と判断されれば、要支援１の

限度額まで利用できます。（ P 25 ）

Ｑ８ 現行相当サービスと緩和された基準によるサービスのどちらのサービスを受けるかは、利用者が選択できるのですか。

Ａ８ ケアマネジメントの中で適切なサービスを調整するようにします。（ P 20～22 ）

 

Ｑ９ 現在利用している要支援者は、今のままのサービスが継続されるのですか。

Ａ９ 認定更新時に、利用者の状態や利用するサービスにより、要介護認定申請又は基本チェックリスト・独自チェックリストを行います。

どのサービスを利用するかは、その後のケアマネジメントの中で決定していくことになります。（ P 11 ）

 

Ｑ１０ 事業対象者の計画表の期間、評価はどのようになるか。

Ａ１０ サービス開始から１年間とし、評価をしていただきます。

現行と取扱いは同じです。（ P 24 , 27 ）

 

Ｑ１１ 認定期間内で、総合事業へ移行する場合、プラン変更と担当者会議を行う必要がありますか。

Ａ１１ 必要です。

Ｑ１２ 暫定でプランを立てる時は、どのようになりますか。

Ａ１２ 基本は今までと同じです。

（1）事業対象者が、認定申請を行い、要支援1,2で暫定プランを立て、結果が要介護となった場合、申請日前日まで、総合事業の

　　訪問介護、通所介護は日割りとなります。

（2）非該当となった場合は従来どおり自費です。非該当結果の後に、事業対象者に該当するかを検討することになります。

（3）暫定プランは、要支援1,2、要介護でたてることになります。

　　総合事業（訪問介護、通所介護）以外のプランを入れる時は、認定申請をし、暫定プランは要支援1又は要支援2、要介護で

　　立てることになります。
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総合事業に係るQ＆A 

Ｑ１３ 事業対象者のモニタリング、３ヶ月に一度の自宅訪問も現行と同じですか。

Ａ１３ 同じです。（ P 31 ）

Ｑ１４ 事業対象者のケアプラン料、初回加算は、要支援認定者と同じか。

Ａ１４ 同じです。（ P 31 ）

Ｑ１５ 要支援認定を受けて、サービスを利用していた方が、事業対象者として介護予防ケアマネジメントする場合、初回加算は算定できますか。

Ａ１５ できません。また、事業対象者が要支援認定を受け介護予防支援となった場合も初回加算は算定できません。

Ｑ１６ 総合事業のみの利用者（ケアマネジメント費）の定員換算はどのようになるのですか。また、報酬逓減制度の対象になりますか。

Ａ１６ 定員換算は２分の１です。ですが、報酬の逓減制度の対象にはなりません。

Ｑ１７ 利用者負担はどうなるのですか。

Ａ１７ 総合事業も介護給付同様の負担割合です。

Ｑ１８ 給付制限がかかる人の総合事業に関する給付制限はありますか。

Ａ１８ あります。

Ｑ１９ サービスコード６１、Ａ１，Ａ２、Ａ３，サービスコード６５、Ａ５，Ａ６，Ａ７が平成２８年は混在するようですが、居宅事業所は各々で

使用しているソフトのバージョンアップをすることになりますか。

Ａ１９ そのようになりますので、お願いします。（ P 30 ）

Ｑ２０ 事業対象者で、総合事業（訪問介護、通所介護）を利用していた人が、福祉用具貸与やショートステイなどが必要になった場合は、

プランに入れられますか。

Ａ２０ 必ず、認定申請をしていただき、要支援1以上の認定が必要です。（ P 26 ）
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総合事業に係るQ＆A 

  

※回答の最後の（　　　）は、関連ページです。

★訪問型サービス

Ｑ２１ 緩和された基準によるサービスは、従来の介護予防訪問介護相当サービスと全く同じと考えてよいか。

Ａ２１ 緩和された基準によるサービスは、介護保険に準ずる生活援助サービスの内容となっており、身体介護を除きます。（ P 20 ）

Ｑ２２ 緩和された基準によるサービスの時間設定は何分ですか。

Ａ２２ ４５分以内でケアプランに記載のサービスの内容を実施するために必要な時間としています。（ P 20 ）

Ｑ２３ 初回加算はありますか。

Ａ２３ ありません。緩和された基準によるサービスに加算はありません。（ P 20 ）

Ｑ２４ 集合住宅の減算について、緩和した基準によるサービスの利用者は含めるのですか。

Ａ２４ 含めません。

ですが、現行相当サービスの利用者は含めて計算します。

★通所型サービス

Ｑ２５ 送迎加算など加算はありますか。

Ａ２５ ありません。緩和された基準によるサービスに加算はありません。（ P 20 ）

Ｑ２６ 同一建物送迎減算はありますか。

Ａ２６ ありません。緩和された基準によるサービスに減算はありません。（ P 20 ）

★訪問型サービス・通所型サービス　共通

Ｑ２７ 提供体制加算や処遇改善加算はありますか。

Ａ２７ ありません。緩和された基準によるサービスに加算、減算は全てありません。（ P 20 ）

Ｑ２８ 現行の通所介護と緩和した基準の通所介護、現行の訪問介護と緩和した基準の訪問介護を同時に利用することは可能ですか。

Ａ２８ 遠賀郡は対象外と考えています。



○芦屋町地域包括支援センター 
  〒807-0198  遠賀郡芦屋町幸町２番２０号 
             TEL 093-223-3536      FAX 093-222-2010 
 
○水巻町地域包括支援センター 
  〒807-8501  遠賀郡水巻町頃末北１丁目１番１号 
             TEL 093-201-4321     FAX 093-202-8189 
 
○岡垣町地域包括支援センター 
  〒811-4233     遠賀郡岡垣町野間１丁目１番１号 
             TEL 093-282-1211     FAX 093-282-1299 
 
○遠賀町地域包括支援センター 
  〒811-4392  遠賀郡遠賀町大字今古賀５１３番地 
             TEL 093-293-1234      FAX 093-293-0806  
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問い合わせ先 


